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新い、夏作水田牧草

「竜北グラス」について

全国農業協同組合連合会

黒 川 計

まえがき

稲作は古来日本農業の代表であり，常に米の増

産が期待されてきたO 米に代わり水田に他の作物

を作ることなどは，特別の場合のほか考えられな

かったO 水田で飼料作物を作るということは，稲

作の後の冬作として作ることであったO

ところが最近になり， 米の生産量が増加する一

方，消費が減り，生産を調整せざるをえないこと

になったO この結果50万hもの水田に他の作物を

作らざるをえなくなったO 転作作物としては野菜

や飼料作物な どであるが，作付されている面積は

僅かで，大部分は作付が放棄されているO

作付放棄の大きな理由は，労力不足が最大の原

因であるが，湛水状態でも作付できる有利な作物

が極めて少いことも，大きな理由である。また，

あって も蓮や里芋な ど，需要の少ない作物ではど

うにもならなし 、。

飼料作物など大きな需要が期待されるものの中

から，何とか新しい作物を開発 しなければならな

L、。稲やひえを，実をと らずに青刈にして飼料化

することも一応は考えられるが，草の収量 が低

く，経済ベースに乗らなし 、。何としても生草で10

a当10t以上は欲 しL、。

私は稲作転換の話が出ると，何とかして，湛水

にも強く，水田夏作で，

収量の高い飼料作物はな

いものかと考えていたO

たまたま昨年の夏，熊本

県の阿蘇で聞かれた全購

連福岡支所主催の牧草研

究会席上，このキシウス

ズメノヒエ(竜北グラス〉

の試作成績の発表が熊本

県畜産試験場からあ り，
和鹿島農協酪農部長

中根吉之さん

非常な感激をおぼえた。

できれば全国的に試作したいと思い，まず岩手

県，栃木県の農業試験場お よび神奈川県平塚の全

と ネヰ 学 昭和47年 8月 1日
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購連農業技術センターで越冬試験を行ったO

平塚では越冬 したが，盛岡と宇都宮では枯れて

しま ったO

今回更に現地に出かけ，現に 「竜北 グラス」 を

作 っている農家に会って，なまの活をきき現地を

見せてもらったO

熊本県竜北村での 「竜北グラス」

竜北付は八代市の北方約10kmのところにある。

ここは平坦な水田地帯で，熊本県のイグサ栽培の

中心地でもある。 イク.サは加工まですると 10aで

40万円もの粗収入があるとし、う。

大きい農家はイグサを 3hも作 っているが，平

均でも80aくらい作っているそうであるO この村

で酪農を営んでいる農家は48戸あ り，この中には

酪農-を主としている農家もある O

私た ちは，和鹿島農協の酪農部長であり 竜北村

の農業委員会々長をしている中根古之氏宅を訪問

したO ちょ うど田値最中で、あっ たが， 強い雨の中

をお訪ね したためか，こころよく話をしてくれた。

こと の初めは， 竜北村の地先海岸で不知火干拓

地が造成中であ った昭和41年夏に，干拓地内の約

40hに，この竜北グラ スが密生 していたが， 牛が

これを好んでたべるので，村内の大部分の酪農家

が，これを刈取り利用したということである。

干拓埋立地は地盤が軟弱であっ たが，地下茎が

密生しているためか耐地性が高 く，機械刈取りが

でき，また運搬のため自動車の乗入れもでき たO

ただ，この干拓地に入値後水稲を付ける場合，こ

の雑草をどう処理するか心配になったとしづ。

聞くところに よると，昭和28年の九州大水害の

時に，九州農業試験場では，雑草としてのキシウ

スズメノヒエをどう処理するか， 1つの大きな課

題であっ たという 。

昭和42年 7月に中根氏は欧州視察旅行に参加 し

たO その際欧州各国で， 元来野草であったイタ リ

アンライ グラスが立派に牧草として栽培されてい

ることを視た。

特にオランダでは数千hの干拓地に，イ タリア

ンライ グラスが自然密生しており ，その後におい

て入植させることを見聞 したO

41年の夏に自然密生 していた竜北 グラスを皆で

利用 したので，この点強L、印象を受けたという。

その年に不知火干拓地に初めて入植され，水稲
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竜北グラスとその現場

調査，学名の検討，成分の分析を行ったO

学名はカリマタスズメノヒエ(またはキシウスズ

メノヒエ)，禾本科で暖地の海岸ぞい に群生し，

極めて繁殖力の旺盛な多年性雑草であることが明

らかになったO

熊本県高産試験場が，同場内の時'"'1':の竜北グラ

スにつき分析した結果は次の通りであ った。

竜北グラスの分析成績 (96)

水分 |粗蛋白 |粗脂肪 |可溶性|粗繊維 |粗灰分| I ~:n IJS Il/J I無窒素物I~:n~~'Ii: I 

12.7 1.4 0.6 I 7.8 I 4.9 I 2.6 

以上 4年間の体験，観察，調査検討の結果，自

信をもって水稲転換の夏型牧草として試作するこ

とに決定した。

竜北グラスの作リ方

本格的に栽培するに先だち，苗の;直付法や施肥

法などについて試験し，一応次のような方法で作

っている。

整地=は じめて竜北グラスを作る場合は，稲の

作付けの場合同様に， まず荒起，系|日土，代揮を行

つ。

この場合，竜北 グラスは多年性なので，数年分

の堆肥を予め施しておき，地力の減耗を防く)

苗まき =このグラスは内地では採種困難の た

め，切断した苗を代かきした本田にまくだけで，

立派に活着する。苗は茎の部分15""'20 cm (2節，

1節でもよLつに切り， 10 a当り 150kg""'200kgくら

いまく 。この ように多量にまくのは，疎tl立で、は節

から出た茎葉が直立しにくく，収穫に不便なため

であるO

施肥=堆肥の他に速効肥料として元肥お よび刈

取る度毎に，牛尿，化成肥料，尿素など を施肥す

るO 施用量は窒素で元肥 5""'6 kg，追肥は刈取る

牧草の量に応じ， 1@につき翠素 5kg，..._ 10kgくら

いを施す。燐酸，加里も窒素に応ずる量 を施す。

なお燐酸については夏作でもあるので，元肥に

一時に施しでもよし、。牛の飼料であるので，石灰

や苦土の施用も考えるべきである O

潜水=このグラスは水田に好んで生育するくら

いなので，乾燥して畑状態になると生育が鈍るr

乾燥しすぎる場合は濯水する。

刈取=このグラスは高温多湿の時に生育が盛ん

である。最もよく生育する時期は 7月， 8月， 9 

月であるO 早い時は半月で生草3トンを越える収

量があるO

このときはまた良い天気がつ泣く時期でもあ

り，刈って 3日も良い天気がつョけば乾燥になる。

生草収量=生育期間，施肥，刈取回数などで決

定される。 2年目から は， 春早くから生育するか

ら6""'7回刈取れる。青草で15トンは容易である

とい っている。

作業の機械化=竜北グラスはランナーが縦横に

張っている。 したが って半湿田気味の水田であっ

ても，大型トラクターが入つての刈取りもでき，

また草の運び出しのためのトラックも入れるO

イタリアンライグラスとの輪作栽培

竜北 グラスは暑い時に生育が盛んである。その

時期は 5月中下旬から 10月まで〉ある。 したがっ

て 9月頃，竜北グラスを刈取った直後にイタ リア

ンライグラスを播種すれば 9年内に 2rl~Tl 勺 幸子になっ

て 4聞くらい刈れる。 これも 15トンくらい とれる

ので，両者合計すれば30トンくらL、とれると Lづ。

30トン取れると成牛を1.5頭飼えることにな

る。 3hの水田で酪農専業になれば， 45頭飼える

勘定になる。

竜北グラスは今後の水田酪農に大きな希望をも

たらしたO また干拓事業も専ら稲作のためであっ

たものから，酪農や肉用牛経営の合理化のために

も行われることであ ろう。


